
令和５年４月 球陽 SSH 活動記録 

SS 理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、国際探究Ⅰ・Ⅱ合同担当者会（2023.4.4.火)                                           

「SS理数探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、国際探究Ⅰ・Ⅱ合同担当者会」にて、SSH 全体の目標と方向性を再確認

し、各科目の目的、年間計画、評価方法についての認識を深めました。更に、文理融合を目指し、今

年度から SS 理数探究には国語、地歴公民、英語、体育の先生方が、一方、国際探究には理科、数学の

先生方が新たに参画しました。これにより、より総合的な教育アプローチが可能となり、生徒の学習

の質と理解度向上に寄与することを期待します。指導体制の強化と一致した理念を持つことで、SSH

プログラムの進展と成功を支える基盤が固められました。 

 

新任職員オリエンテーション（2023.4.4.火)                                           

新任職員オリエンテーションが行われ、研究主任が新任の先生方へ SSH について説明しました。初

めに、SSH が何であるか、そしてそれがどのような意義を持つのかについて詳細に説明がありまし

た。次に、球陽高校で行われている SSH 事業の概要、各事業の目的、そして次年度の計画についても

明確に説明されました。このオリエンテーションを通じて、新任の先生方は我が校の SSH 事業への理

解を深め、学校全体で SSH の目標に向かって一体となることができました。これは、我が校が継続的

に SSH 活動を推進し、一層の教育的成果を達成するための重要なステップとなりました。 

   

 

SS 理数探究Ⅰ・国際探究Ⅰ生徒オリエンテーション（2023.4.10.月)                            

新学期を迎え、球陽高校では「SS理数探究Ⅰ・国際探究Ⅰ生徒オリエンテーション」を実施しまし

た。SSH 研究開発部の教員が理数科と国際英語科の新入生へ、探究学習の重要性とその進め方を丁寧

に説明しました。オリエンテーションでは、SSH の意義と我が校の SSH 事業の概要が語られ、SS理数

探究Ⅰ及び国際探究Ⅰの目的と年間計画の詳細な説明が行われました。新入生は積極的に参加し、高

校での学びの第一歩を明確に理解することができました。このオリエンテーションは、新入生が我が

校の探究学習に対する理解を深め、効果的な学習を進めていく一助となりました。 

 

SS 理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ生徒オリエンテーション（2023.4.20.木)                           

球陽高校の「SS 理数探究Ⅱ・国際探究Ⅱ生徒オリエンテーション」が実施されました。オリエンテー

ションでは、指導教員の紹介、理数探究と国際探究の目的説明、重要なテーマ決定へのアドバイスが提

供されました。生徒たちは外部研究機関との連携の利点についても学びました。これは、琉球大学など

の大学教員や民間機関との研究協力を促進するためのものです。さらに、実験ノートの使い方とポート

フォリオの記入方法についても指導があり、学生の研究活動への理解が深まりました。このオリエンテ

ーションは、生徒が自己主導の探究活動に自信を持つための大切な一歩となりました。 



地区別事務処理説明会（2023.4.21.金)                                            

「地区別事務処理説明会」に本校職員が出席し、JST が主催する SSH 支援事業の事務処理の詳細に

ついて学びました。文部科学省からは SSH の今後の方向性についての説明があり、SSH 指定校の役割

と責任が再認識されました。また、経費支援の概要とポイント、経理事務や海外研修の変更点と留意

点についての具体的な説明を受け、これらを適切に活用し管理することで、学校運営の効率と透明性

が向上します。この説明会は、本校の資源を最大限に活用し、SSH 指定校としての義務を適切に果た

すための重要な機会となりました。 

 


